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研究成果の概要：食のグローバル化に伴い発生する諸問題に対するオールタナティブな動きの

現状と課題、今後の展望などについて、農村・環境・労働・理論社会学・社会運動論等の立場

から実証的かつ理論的研究を行った。農村女性起業とエンパワーメント、地域再生の取り組み、

コミュニティ・ビジネスの観点からのミクロ分析においては、食と農を媒介に多様な主体が結

びつく中で地域社会・地域農業・個人の生活が創造・再編・維持されている現状を捉えること

ができた。また、スローフード協会の組織および会員対象の調査からは、支部毎の相違、イタ

リアとの差異などを捉えることができた。 
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１．研究開始当初の背景 
グローバル化の進行の中、オールタナティ
ブな運動としてスローフード、地産地消、有
機農業、NPO、コミュニティ・ビジネスが、
なぜ台頭してきたのか。それらの取り組みは
どのようなものか。 
本研究では、グローバル化を極端な経済合
理性にもとづく社会関係の商品化、単純化が
国境を越えて浸透している過程ととらえ、こ
れに対する対抗文化として地域アイデンテ

ィティを求める「新しい社会運動」が台頭し
ていると理解する。そして、こうしたオール
タナティブな運動が問い直そうとしている
のは、生産－流通－消費という一連のプロセ
スが単純化、規格化、大規模化する（すなわ
ち、マクドナルド化、グローバル化が進行す
る）中で、プロセスのどこかに関わる人たち
同士の関係はほとんど断絶したものとなっ
てしまっている点であることに着目し、研究
を進めた。 

研究種目：基盤研究（B） 

研究期間：2006～2008 

課題番号：１８３３０１１８ 

研究課題名（和文） 食のグローバル化へのオールタナティブ運動に関する社会学的研究 

  

研究課題名（英文） Sociological Study of Alternative Social Movements Against Food 

Globalization 

研究代表者 

つる 理恵子（TSURU RIEKO） 

吉備国際大学・社会学部・准教授 

 研究者番号：２０２２７４７４ 

 



 

 

２．研究の目的 
本研究の目的は、このようにして進行する
現代社会の諸側面を、「食」とそれにかかわ
る「労働」という観点から問い直すことであ
る。 
それは、近代化が進展させたものは何か、
損なったものは何か、というすぐれた理論的
な考察にもとづき、身体、生命に関わる実践
的な政策課題を探求することとなりうる。そ
の探求の根底には、産業化、合理化、効率化
という近代社会を形成してきた原理とは異
なる、ボランタリーセクターや社会的経済と
いう点に着目した、新たな社会形成の構成原
理を捉えることがある。 
 
３．研究の方法 
本研究では、ここにあげたオールタナティ
ブな運動に関わる社会集団・組織、ネットワ
ーク、個人などへのインタビュー・参与観察
などのフィールドワーク、質問紙調査による
統計的調査を通して、それぞれの運動や実践
の現状と課題を明らかにする。 
そのことにより、ボランタリーセクターや
社会的経済についての考察を深め、地域社会
論、社会運動論、農村社会学、環境社会学な
どの社会学的研究に寄与する研究成果をあ
げることができよう。 
 
４．研究成果 
主な成果 
食のグローバル化へのオールタナティブ
運動として捉えうる諸現象の大枠をつかむ
と共に、相互の関係性やそれぞれの概要・構
成要素、担い手や推進主体・社会関係の特性、
運動の成果や課題と展望などについて、捉え
ることができた。 
農村女性起業とエンパワーメント、地域再
生の取り組み、エコシティという観点から見
た自治体運営、地域社会再構築のありよう、
有機農業推進法成立・施行が日本の有機農業
運動に与える多大な影響が明らかになった。 
また、スローフード協会の組織および会員
対象の質問紙調査からは、日本におけるスロ
ーフード運動の概要とイタリアとの相違点
と共通点、運動参加の規定要因として資金・
設備、人間関係、ローカルレベルにおける運
動への理解や共感などがあることが分かっ
た。 
さらに、農産物の生産―流通―消費までの
一連の過程が見えなくなっていることによ
り生じる諸問題に対し、コミュニティ・ビジ
ネスや六次産業化などの多様な取り組みが
広がっている実態を捉えることができた。 
韓国とイタリアにおける合鴨農法や親環
境農業、有機農業運動とむらづくり、生活 
協同組合運動との接点などの調査からは、意
外なほどに日本との共通点が多いことも明

らかとなった。食のグローバル化へのオール
タナティブ運動が持つ普遍性と言えるだろ
う。1970年代以降、近代化の進展した諸地域
（国）において、同時代的に農村文化の見直
しや伝統的農業の再評価がなされるように
なり、それらが現在、グローバル化の対抗拠
点として有機農業やグリーンツーリズム等
につながっていることが把握できた。 
近代化へのオールタナティブから出発し
たそれらの運動が、近年きわめて自覚的にグ
ローバル化への対抗戦略として意識される
ようになり、地域・生活・労働などを根底か
ら問い直す動きへとその射程は広がってい
る。 
人々がローカルであることの持つ根源性
に価値を見出し、食と農を媒介に多様な主体
が結びつく中で、地域社会・地域農業・個々
人の生活が創造・再編・維持されている様子
を動態的につかむことができた。 
 

国内外における位置づけとインパクト 
 以上のように、本研究は食と農、地域社会、
グローバル化への対抗戦略とその実際、労働
の意味などが交差する人々の日常生活に深
く分け入るミクロ分析の視点とグローバル
化の諸影響やさまざまな社会運動および実
践相互の関連性を捉えるマクロ分析の視点
の両方を持ち続けた。そして、地域社会論、
社会運動論、農村社会学、環境社会学などの
先行研究をふまえつつ、これまで取り上げら
れてこなかった食のグローバル化へのオー
ルタナティブ運動に関する理論的かつ実証
的研究として先駆的なものとなった。 
 今後の展望に関して、以下のような問題関
心を挙げておこう。現在、大きな転換期を迎
えている日本の有機農業運動が国民的運動
となりうるのか、日本にもたらされたスロー
フード運動の今後の展開、半農半Ｘの思想の
広がりが意味するもの、農的暮らしに惹きつ
けられる多くの都市住民たちの創り出す動
き、コミュニティ・ビジネスや社会的企業の
広がりと地域社会の再構築、住民自治・協
働・内発的発展の視点に立脚する自治体運営、
などがある。 
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